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介護施設の理想の状態
①少子高齢化
 2030年の東京都では、約4人に1人が65歳以上の高齢者に

②社会保障制度の問題
 歳出のうち、社会保障費は33.7%（2018年）
 高齢者医療・介護費用の負担を公費に依存し、国債を発行
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公的な支援に頼るのみでは必要なケアを届けることが困難
地域での支援が必要

地域包括ケアの一翼を担える地域密着型の施設づくりが必要



介護施設の理想の状態 ①ニーズを捉える

（ニーズの例）
施設利用者
 入居しながらも地域との関わりを持ち続けたい
 多くの支え手による十分なケアを受けたい

地域住民
 どのようなサービスを行っている施設なのか知りたい
 いざという時のために施設との繋がりを持っておきたい
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介護施設の理想の状態 ②地域に開かれた存在に

交流イベントやシンポジウムの開催を通して
積極的に地域と関わる姿勢を示す
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► ボランティアが増えることによって、職員の助けになる
► 虐待や不適切なケアの予防
► 利用者の生活の幅が広がる
► 知識・経験を活かし活躍できる機会が生まれる

地域住民からの信頼を獲得

住民による貢献活動の拠点になる



練馬キングス・ガーデンの概要
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施設概要

サービス

受益者

主な

サービス

特別養護老人ホーム

（入居者は約50名）

近隣地域のお年寄りとそのご家族

（利用者・相談者は約600名）

特養・ショートステイ

デイサービス・ホームヘルプ



プロボノの支援内容

プロボノワーカーと施設職員の方
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支援実施年

依頼内容

依頼目的

2016年

１Day  スペース活用ワークショップ

中庭の有効活用

中庭を練馬キングス・ガーデンの貴重な資産として

地域住民の方が集まる憩いの場にしたい

キングス・ガーデン東京 中庭ブログより<http://www.kg-tokyo.or.jp/category/%E4%B8%AD%E5%BA%AD%E3%83%96%E3%83%AD%E3%82%B0/>

http://www.kg-tokyo.or.jp/category/%E4%B8%AD%E5%BA%AD%E3%83%96%E3%83%AD%E3%82%B0/


プロボノ支援内容

7

成果物 ６つのイベントの提案



インタビューの結果

東京ホームタウンプロジェクトHP
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ゼミレポート

私たちの考えるプロボノ支援による２つの成果とは

8東京ホームタウンプロジェクト HPより<https://hometown.metro.tokyo.jp/project/project_details/?id=kg_tokyo>

https://hometown.metro.tokyo.jp/project/project_details/?id=kg_tokyo


支援の成果①直接的な成果物
中庭利用の多様化

整備して、心地の良い空間に
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インタビュー訪問時に撮影 9



支援の成果①中庭のカレンダー
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

びわの収穫

子どもたちのお散歩

芋ほり

ゆず湯

キングス・ガーデン東京 中庭ブログより<http://www.kg-tokyo.or.jp/category/%E4%B8%AD%E5%BA%AD%E3%83%96%E3%83%AD%E3%82%B0/> 10

http://www.kg-tokyo.or.jp/category/%E4%B8%AD%E5%BA%AD%E3%83%96%E3%83%AD%E3%82%B0/


支援の成果②表面的な数値や結果では
把握できない間接的な成果物

自ら、地域と繋がるために動く組織へ

 地域貢献委員会の常設
（イベントの企画・計画）

 地域住民向けシンポジウム（年１回）

 広報活動開始
（Facebook、月刊新聞、ブログ）

シンポジウムポスター
11キングス・ガーデン東京 中庭ブログより<http://www.kg-tokyo.or.jp/category/%E4%B8%AD%E5%BA%AD%E3%83%96%E3%83%AD%E3%82%B0/>

http://www.kg-tokyo.or.jp/category/%E4%B8%AD%E5%BA%AD%E3%83%96%E3%83%AD%E3%82%B0/


プロボノ支援の特徴
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＜練馬キングス・ガーデンの２つの成果＞
①中庭の活用
②職員の意識改革
（自ら地域と繋がるために動く施設へ）

他業界の人とのコミュニケーションの中で、
新たな視点を得て1つの業界では不足しがちな知識をカバー

► “待ちの姿勢”からの脱却の必要性に気づく

► SNSを使った広報を始める
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プロボノ成果の測定方法のポイント

 成果物は多様であり、定量的データでは測りきれない

 支援を受ける団体のニーズと合致するか

 プロボノ側は各団体の支援内容に適した人材であるか

 支援の頻度は適切か

補助金での支援と比較すると…

支援する前の段階で、支援先のニーズを
どれだけ正確に把握できるか
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プロボノ支援のこれから
現在の東京ホームタウンプロジェクトでは、各支援先が抱える
課題の解決方法を個別に考えていく

 プロボノ間でノウハウを共有
過去の支援先で得た知識の中で、他の支援に応用可能な

ノウハウを共有する機会を設ける

 地域団体間でノウハウを共有
過去にプロボノ支援を受けた地域団体が課題解決方法などの
情報交換をできる機会を設ける

様々な地域団体・N P Oへの支援を通して蓄積された
プロボノの経験・知識
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